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第８回全国高校生手話パフォーマンス甲子園の開催結果について 

令和３年10月７日 

障 が い 福 祉 課 

 

１ 大会の概要 

（１）開催日時  令和３年10月３日（日）午前９時30分から午後２時30分まで 

（２）開催方法  WEB開催 

※開会式、表彰式等は米子コンベンションセンターで実施 

（３）演技内容  手話を使った歌唱、ダンス、演劇、コントなどのパフォーマンス 

（４）出場チーム 11県から、全15チーム（16校）が出場 

          ※本県からは、鳥取聾学校、鳥取城北高等学校、境港総合技術高等学校の３チー

ムが出場。 

（５）審査方法  ６名の審査員の審査得点を合計。（最大300点。） 

種別 人数 審査項目 配 点 

ろうの審査員 ３名 手話の正確性・分かりやすさ 

演出力・パフォーマンス度 

30点 

30点（合計60点） 

聞こえる審査員 ３名 演出力・パフォーマンス度 40点 
 
（６）大会結果 

表彰内容 チーム名 演技区分 演技タイトル 得点 

優 勝 奈良県立ろう学校（奈良県） 演劇 空も飛べるはず 285点 

準優勝 坂戸ろう学園（埼玉県） 演劇・ポエム 
ド・レぺの小さな学校 ～永

遠に紡ぐ～ 
280点 

第３位 横浜南陵高等学校（神奈川県） 歌唱・演劇 新しい世界へ 267点 

審査員特別賞 青森聾学校（青森県） 演劇・コント 
青盛りだくさん方言〜手話

で解決〜 
－ 

全日本ろうあ 

連盟賞 
鳥取聾学校（鳥取県） 歌唱・演劇 ～共に～ － 

日本財団賞 境港総合技術高等学校（鳥取県） 歌唱・演劇 笑顔で２時50分！！ － 

鳥取県聴覚 

障害者協会賞 
杏和高等学校（愛知県） 演劇 

『食べる・食べられる ～自

然共生社会を目指して～』 

（注文の多い料理店より） 

－ 

※上記以外の本大会出場８チームに、手話パフォーマンス奨励賞を授与 

 

 

＜優勝：奈良県立ろう学校＞           ＜準優勝：坂戸ろう学園＞ 
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２ 佳子内親王殿下のおことばについて 

今大会は、昨年度に引き続き、ビデオ形式により、手話の普及に取り組む方々への配慮、コロナ禍

における高校生へのお気遣い、励まし、今大会への期待などのおことばを賜った。 

また、インターネットを通じ、各チームのパフォーマンスを御覧いただいた。 

 

 ≪開会式でのおことば≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 出場校の声 

・普段は、手話の関連での他校との交流はあまりないので、同じように手話パフォーマンスをやってい

る学校同士で一緒に参加し、交流できたことがよかった。（横浜南陵高等学校・神奈川県） 

・この大会に参加するまでは、大きな大会に出ることがなかったため、自分たちがやっていることが正

しいのかどうかわからなかったが、間違いではなかったと気づくことができ、生徒の自信につながっ

た。普段はろう者同士での交流で手話が当たり前だが、手話を知らない人にもどうやってその魅力を

伝えたらわかってもらえるか考えるようになり、生徒が成長したと感じる。（青森聾学校・青森県） 

・大会への出場、大会PR でのテレビ出演などを経験し、自分たちも出来るという自信につながった。 

 みんなと一緒に何かやるということが苦手な生徒もいたが、大きな舞台でみんなと一緒になってやっ

ている姿に保護者も驚き感動されていた。（鳥取聾学校・鳥取県） 

  ・このような大会を開催してくださったこと、手話の大切さなど教えてくださった方に感謝したい。

（杏和高等学校・愛知県） 

 

４ その他 

・手話パフォーマンス甲子園☆動画チャンネル（You Tube）にて配信を行い、11,000回を超える視聴

があった。※大会前に、公式SNS、YouTube広告等で周知。 

・WEB開催となったものの、鳥取の会場と各チームをオンラインでつなぎ、カウントダウン、インタ

ビュー、表彰式等を行い、出場チームの生の声を視聴者に届けることができた。 

・大会前日に、出場チーム同士のオンライン交流の場を設けた。 

 

５ 今後の取組 

  コロナ禍における大会開催の経験を踏まえながら、更に手話言語の理解・普及と共生社会の実現に

向けた充実した魅力のある大会となるよう、出場校、大会関係者からの御意見等を伺い、第９回大会

に向けて準備を進めていきたい。 
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発
表
順

都道
府県

学校名 演技の分類 演技タイトル 本大会出場

1 石川県 金沢北陵高等学校 歌唱・演劇 雨上がりの空の下で 初

2 愛媛県 済美高等学校・松山聾学校 歌唱・演劇 ふるさと 4回目・3回目

3 石川県 田鶴浜高等学校 歌唱・演劇 自分らしく　誇り高く 8回目

4 鳥取県 鳥取聾学校 歌唱・演劇 ～共に～ 5回目

5 鳥取県 境港総合技術高等学校 歌唱・演劇 笑顔で２時５０分！！ 6回目

6 愛知県 桜花学園高等学校 ダンス・演劇 最初に夜をてばなした 2回目

7 熊本県 熊本聾学校 コント 釣り船に乗っただけなのに・・・ 7回目

8 岡山県 明誠学院高等学校 歌唱 窓の外には　～優しい心が一番大切だよ～ 2回目

9 沖縄県 真和志高等学校 演劇 虹色のかぜ 8回目

10 愛知県 杏和高等学校 演劇
『食べる・食べられる　～自然共生社会を目指
して～』　（注文の多い料理店より）

5回目

11 埼玉県 坂戸ろう学園 演劇・ポエム ド・レぺの小さな学校　～永遠に紡ぐ～ 2回目

12 奈良県 奈良県立ろう学校 演劇 空も飛べるはず 8回目

13 青森県 青森聾学校 演劇・コント 青盛りだくさん方言〜手話で解決〜 初

14 鳥取県 鳥取城北高等学校 演劇 手話遊び研究所 6回目

15 神奈川県 横浜南陵高等学校 歌唱・演劇 新しい世界へ 4回目

　■第８回全国高校生手話パフォーマンス甲子園出場チーム
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令和３年度「あいサポート・アートとっとり祭（まつり）」の開催について 
 
 

令和３年 10 月７日 

障 が い 福 祉 課 
 

 
 

障がい者が取り組む舞台芸術活動（音楽、ダンス、伝統芸能等）の発表と鑑賞の機会とし

て、「あいサポート・アートとっとり祭」（鳥取県障がい者舞台芸術祭）を開催します。 

併せて、鳥取県はーとふるアートギャラリー認定の４つのギャラリーによる合同作品展も

開催します。 

なお、新型コロナウィルス感染症の感染拡大を考慮し、ステージイベントについては無観

客とし、インターネットで映像配信します。 

 

１ 概要 

（１）日 時：令和３年10月16日（土）、17日（日）両日10:00～15:00 

（２）場 所：米子コンベンションセンター（米子市末広町） 

インターネット配信URL https://aisupprt-matsuri.jp/ 

（３）内 容：障がい者等によるステージイベントやはーとふるアートギャラリー合同作品展など 

（４）主 催：鳥取県 

 

２ プログラム 

（１）ステージイベント（無観客・インターネット映像配信） 

多目的ホールで、公募団体等によるステージパフォーマンスや舞台芸術公演を実施。 

①オープニングセレモニー(16日) 

主催者挨拶、書道パフォーマンス(米子高等学校書道部)、開会宣言等 

②県内公募団体ステージパフォーマンス(16、17日両日) 20団体 

③ゲストステージ 

じゆう劇場（短編作品公演/16、17日両日）、DJ YUTA（演奏/16日）、ロケットくれよん（う 

たあそび/17日） 

④あいサポート抽選会 

出演団体・者への応援メッセージを募集し、メッセージを送っていただいた方の中から抽選 

で、障がい福祉サービス事業所などのスイーツや「蟹取県」にまつわるグッズが当たる抽選 

会を実施。 

 

（２）合同作品展（同時入場者人数を制限） 

情報プラザで、企画展やPR展示を実施。 

日時：10月15日(金)～17日(日) 各日10:00～18:00(初日は15時から、最終日は16時まで) 

①鳥取県はーとふるアートギャラリー合同作品展「はーとをふるわせて」 

鳥取県はーとふるアートギャラリー認定の４つのギャラリー（ギャラリーからふる、もみの木 

アートギャラリー、あかりアートギャラリー、ごっつええがなぁアートギャラリー）による合 

同作品展。 

それぞれのギャラリーで活躍する作者の特徴が出た数々の作品を展示。 

②あいサポート運動PR展示、全国障害者芸術・文化祭PR展示 
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